
令和 4年度事業報告について

I はじめに

当事業団は 「児童福祉法及び身体障害者福祉法ならびに医療法に基づき、身体障害児・者の自立

更生を援護 し、社会参力日を促進するため、そのニーズに応 じて、相談・判定・治療・機能回復訓練

及び職能訓練、さらに文化、スポーツ活動など所要のサービスを体系的なプログラムと一貫した体

制のもとに提供し、身体障害児・者のリハビジテーションを実現すること」を目的とした香川県身

体障害者総合 ヅハビリテーションセンターを運営するために、香川県により昭和 61年 3月 に設立

された。平成 18年 4月 にかがわ総合 ヅハビリテーシヨンセンターの指定管理者に指定され、成人

支援施設、福祉センター、こども支援施設、療養介護施設、こども発達支援センター、リハビジテ

ーション病院の管理運営を行っている。また、平成 29年 4月 には香川県障害者支援施設たまも園

の新たな指定管理者に指定された。

令和 4年度は、第 3期指定管理期間 (令和 2年度～令和 8年度)の 3年 目であり、県との包括協

定に則 り各施設の適正な管理運営に努めた。

新型コロナウイルス感染症への対応については、令和 2年度に設置 した新型コロナウイルス感染

症対策本部を中心に、 「利用者と職員の健康と安全を守る」と「感染防止対策を徹底したうえで出

来るだけ業務を継続する」を基本に、感染状況に応 じて感染防止対策に工夫を疑らしながら事業の

継続に取り組んだ。

経営の改善については、利用者増加に向けた取 り組みの実施、職員の採用の抑制 (欠員不補充)や

コンサルティング会社を通じて業務委託費や材料費など費用の削減に努めた。 しかし、新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大で、度重なるクラスタ‐が発生したことによる利用者の減少や物価高騰

による経費が増加したこともあり経営状態がさらに悪化した。

施設名 施設名 (個別) 指定管理開始時期

かがわ総合 リハビジテーションセンター

成 人 支 援 施 設 平成 18年 4月

福 祉 セ ン タ 平成 18年 4月

こ ど も 支 援 施 設 平成 18年 4月

療 養 介 護 施 設 平成 20年 4月

こども発達支援センター 平成 24年 4月

リハビジテーション病院 平成 18年 4月

香川県障害者支援施設たまも園 羽或29年14月



(1)理事会及び評議員会等の開催状況

ア 理事会 (令和 4年度実施 5回 )

第 112回理事会 令和 4年 6月 10日

① 令和 3年度事業報告について

② 令和 3年度収支決算について

③ 評議員会の開催について

(報告事項)

① 資金の運用状況について

② 令和 3年度ェ事・修繕について

③ 資金の法人内繰入について

④ 資金の法人内貸付について

⑤ 育児・介護休業法改正について

第 113回理事会 令和 4年 9月 28日 (決議の省略)

① 育児 。介護休業に関する規程の一部改正について

② 賃金規程の一部改正について

第■4回理事会 令和 4年 11月 18日

① 賃金規程の一部改正について

② たまも園生活支援システムの更新について

③ 積立金の取崩しについて

④ 令和4年度第一次補正予算について

(報告事項)

① 理事長及び業務執行理事の職務執行状況について

② 新型コロナウイルス感染症支援事業について

③ 資金の法人内貸付について

第■5回理事会 令和 5年 11月 30日 (決議の省略)

① 再雇用に関する規程の一部改正について

第 116回理事会 令和 5年 3月 24日
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② 再雇用制度に関する規程の一部改正について

③ 管理職員等の範囲を定める規程の一部改正について

④ 育児・介護等に関する規程の一部改正について

⑤ 賃金規程の一部改正について

⑥ 職能資格等級規程の一部改正について

⑦ 役職規程の一部改正について



③ 事務決裁規程の一部改正について

⑨ 個人情報の保護に関する規程の廃止について

⑩ 積立金の取崩しについて

⑪ 令和4年度第 2次補正予算について

⑫ 令和 5年度事業計画について

⑬ 令和 5年度収支予算について

⑭ 施設管理業務 。ボイラ等運転管理業務・守衛業務・警備業務委託について

⑮ かがわ総合リハビリテーションセンター清掃等業務委託について

⑩ かがわ総合ヅハビリ>―ションセンター医事業務委託について

⑪ 香川県障害者支援施設たまも園設備保守管理業務委託について

⑬ 評議員選任 ∫解任委員の選任について

⑩ 役員候補者の推薦について

⑩ 評議員会の開催について

④ 役員等賠償責任保険契約の締結について

(報告事項)

① 令和4年度資金の法人内貸付について

② 資金の法人内貸付 年度内精算について

③ 令和 5年度資金の法人内貸付について

④ 施設整備等積立金の取崩 しについて

⑤ 理事長及び業務執行理事の職務執行状況について

⑥ 新型コロナウイルス感染症支援事業について

イ 評議員会 (令和 4年度実施 ?回 )

第 50回評議員会 令和 4年 6月 29日

(報告事項)

① 令和 3年度事業報告について

② 令和 3年度収支決算について

第 51回評議員会 令和 5年 3月 30日

① 役員の選任について

ウ 評議員選任・解任委員会 (令和 4年度実施 0回)
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(2)経営戦略等に関する会議 (経営会議)の開催状況

・第 1回 令和 4年 4月 25日

・第 2回 令和 4年 5月 23日

・第 3回 令和 4年 6月 27日

。第 4回 令和 4年 7月 25日

・第 5回 令和 4年 8月 22日

。第 6回 令和 4年 9月 26日

・第 7回 令和 4年 10月 24日

・第 8回 令和 4年 11月 28日

・第 9回 令和 4年 12月 26日

。第 10回 新型コロナウイルス感染症対策のため中止

・第 11回 令和 5年 2月 27日

・第 12回 令和 5年 3月 27日

(3)職員の採用・離職状況

令和 4年度は、歯科医師、コメディカル、看護師、生活支援員、事務職等の欠員補充によ

る正規職員 18名 と、中途退職者の欠員補充や産休代替により、合計44名の採用を行った。

また、正規職員 83名 を含む 59名が退職をし、そのうち ll名が定年を迎えたことによる

退職であった。なお、定年退職者のうち8名 が定年後も継続勤務している。

令和 4年度に実施した職員採用試験 (令和 5年度採用職員)では、欠員補充を中心に 17

名 /」
l駅映に昔格、 1ツ fョ 内足占半退を際く上U名 を堺用 して井柴人歩文をはば拙たりことが どきた。

また、併せて総合職への正規登用試験を実施 し、リハセンターの指導 。支援職 1名 が合格

した。

<職員の任免 >

正規職員 嘱託職員 臨時職員 合 計

令和4年 4月 1日 職員数 377 74 38 489

うち今和4午 4月 l日採用者絡 16 3 2 21

令和 4年度途中採用者数 2 6 15 23

令和4年度退職者数 33 16 10 59

うち令和 5年 3月 31日退職者数 21 11 6 38

令和 4年度末日職員数 867 75 49 491



Ⅱ 事業所別報告

【かがわ総合リハビリテーションセンター】

1.成人支援施設

障害者総合支援法に基づく自立訓練 (機能訓練・生活訓練)、 就労移行支援と施設入所支援を

行 う障害者支援施設として、障害者の地域移行と就労に関する支援内容の充実と事業間の連携に
|

努めた。引き続き、就労定着支援、短期入所事業、日中一時支援事業を実施した。

(1)利用状況

利用開始者 機能訓練 17名 生活訓練 3名 就労移行支援 13名 計 33名

利用終了者 機能訓練 18名 生活訓練 8名 就労移行支援 17名 計 43名

(2)訓練 ,支援状況

【日中活動】

① 自立訓練 (機能訓練)

利用人員 :定員 36名 月平均実利用者 25.5名 (1日 当たり平均利用人数 17.5人 )

対象者 :身体障害者、難病者

内 容 :身体や認知機能の維持向上、日常生活動作や家事 。外出能力等関連する能力の向上、

趣味の開発、活動力や体カアップなどに向けた様々な訓練を行 うことで、地域で自立した日常

生活、社会生活ができるよう支援した。特にプログラムの一つである学習会を見直し、テーマ

や内容をマニュアル化して実施 した。また、家屋改修やホームヘルパーの利用、日中の通い場

所の確保等の調整を行つた。その結果、入所の利用終了者 10名 中、6名が家庭復帰した。通所

を含む機能訓練利用終了者 18名 中 1名 が就労移行支援の利用に事業変更となり、2名 が復職し、

1名 が就職した。

昨年に引き続いて、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、入所利用者と通所利用者

が日中のプログラムや食事場面で接触することがないように、プログラムの実施場所や食事場

所を分けた。職員も引き続いて入所対応と通所対,芯に分けて、接することがないようにしてプ

ログラムや食事の提供を行つた。

② 自立訓練 (生活訓練)

利用人員 :定員 20名 月平均実禾U用者数 10.0名  (1日 当たり平均利用人数 6.8人 )

対象者 :高次脳機能障害者、発達障害者

内 容 :高次脳機能障害者を対象に、・認知機能や 日常生活能力の向上、社会生活への適応力を

身につけられるよう支援した。また、家庭での過ごし方や 日中の通い場所の確保等の調整を行

った。一般就労の可含静l生が出てきた方に対しては、就職に向けた支援を行 うことや当施設の就

労移行支援の利用につなげた。また、下半期より、発達障害者に特化した就労準備性を高める

ための訓練・支援を開始した。その結果、入所の禾げ用終了者 2名 ともがグループホーム 。その

他地域生活となつた。通所を含む生活訓練利用終了者 8名 中 3名が就労移行支援の利用に事業
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変更となるとともに、2名が就労継続支援B型の利用につながった。また、今回の結果を基に、

発達障害者を対象としたプログラムの充実を図るために内容の再編を行った。

新型コロナウイルス感染症対策としては、機能訓練と同様のことを実施した。

③ 就労移行支援

利用人員 :定員 24名 月平均実利用人数 22,7名  (1日 当たり平均利用人数 16.0人 )

対象者 :身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病者

内 容 :一般企業等での就労を目的に、パソコン等の事務的作業や軽作業・掃除等の職業技

術訓練や、職業マナーや対人

^キ
ルの獲得、体力づくりのための訓練を実施 した。また、公

共職業安定所や障害者就業・生活支援センター、発達障害者支援センター等と連携 し、支援

制度を活用しながら実習等を積極的に取り入れた。その結果、利用終了者 15名 中、11名が

一般就職につながった (う ち復職 2名 )。

なお、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、リモー ト等による在宅訓練を実施し

たことが、利用者の自宅での自主訓練の習慣化に繋がつた。

リモー ト等による在宅訓練実施のメリットとしては、①利用 日を減 らすことなく運営で

きた ②コロナ禍で就職先でも在宅勤務を求められることがあり、その練習を行 うことが

できた ③在宅勤務において、規則正しい生活や勤務時間等の自己管理の大切さや難 しさ

が分かつた等があつた。

デメリットとしては、①就労移行支援は原則 2年間という期間がある中、予定 していた

プログラムが受けられず技術や能力の習得が滞っているという声があつた ② 自己管理が

難 しい利用者は生活 リズムが乱れた ③外出機会が極端に減 り、特に身体障害、高次脳機

能障害のある利用者は身体能力や認知機能の衰えが認められた ④コミュニケーションの

機会が極端に減 り、精神的に不安定になる利用者がいた等があった。

日中活動全体の不げ用人数 :定員 80名 月平均実利用人数 58.2名 (1日 当たり平均利用人数 40.4人 )

④ 就労定着支援

利用人員 :令和 5年 3月 末現在 利用者 (在籍者)21名

対象者 :身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病者

内 容 :自 立訓練、就労移行支援等を利用して一般就労した障害者の就労の継続を図るため、

各機関との連携をはかりながら、相談・指導・助言等を実施した。

⑤ 施設入所支援

利用人員 :定員 40名 月平均実利用人数 24.0名 (1日 当たり延べ人数 22.2人)

対象者 :身体障害者

内 容 :通所利用が難しい利用者に、訓練期間中の夜間の生活の場を提供した。また、生活の

中で入浴、更衣、 トイレ等の自立に向けて支援した。



⑥ 短期入所サービス、日中一時支援事業

利用人員 :年間利用者 (延べ数)短期入所 30名   日中一時支援 41名

対象者 :身体障害者

⑦ 新型コロナウイルス感染症対策

新型コロナウイルス感染症対策のため、手指消毒の徹底や毎日の検温、訓練室の密にならない

定員設定、テーブルの仕切 り設置、食堂の利用時間の分散化等を行つた。

また、感染者発生時の対応マニュアルの作成、手指消毒、ガウンテクニック等の研修やシミュ

レーション訓練等を糸艦続して実施 した。また、新型コロナウイァレス感染予防啓発のため、不要

不急の外出を控える旨の千紙を月 1回程度のペースで利用者やその家族に渡して注意喚起した。
(_ィ

2.福祉センター

障害者の社会参加促進を目的にスポーツ・文化教室や大会の開催、支援関係者や一般県民への

研修 。啓発や障害者と健常者の交流を目的とした事業を実施 した。また、出前講座や訪問支援の

実施、発達障害者や高次脳機能障害者への専門的相談支援や普及活動、障害者全般への相談支援

や相談体制の整備を継続実施した。

新型コロナウイルス感染症対策は、ガイ ドラインおよびセンター方針に基づいて、環境整備、

不可用定員の変更や利用条件の見直しを行い、変更・追加の者卜度、利用者・団体等に周知した。

(1)社会参加促進、地域交流事業

①施設貸館事業

研修室 。会議室 。調理実習室等の文化施設と体育館、プール、グラウンド、アーチェリー場等

の体育施設、つどいの部屋、福雨 ＼ス等の貸館を行った。インターネット予約が定着し、感染

症防止対策のタイムリーな周知にも役立てられた。

②主催事業 (企画・派遣事業等)

内 容

a.文化事業

・障害者・高齢者を対象とした油絵や園芸、併スポーツ体験会など新たな文化教室の開催、

同好会化支援、作品展示コーナーの常設、県内外のコンテ不 卜の情報提供やとりまとめ等

を実施した。当事者の社会生活力向上を目的とした社会生活力講座は、支援センターたか

まつ、基幹相談支援センターと共に企画・運営を実施 した。 「瀬戸内国際芸術祭 2022秋

会期」の最終日に開催される「香川県障害者芸術祭 2022キラジ☆と光る芸術祭」の実行

委員会としてアー トボランティア養成講座および作品展を企画 。実施した。

b.ス ポーツ事業

・障害者・高齢者を対象とした各種スポーツ教室、例年の種目 (卓球・卓球バレー・ボッ

チャ・水泳・グランウン ドゴルフ)に新たにサッカーを加えた大会の開催、関係団体支
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〓 援、障害者スポーツ指導員育成、地域事業では受託として三豊市・観音寺市・丸亀市・

坂出市の各市へ、共催として東かがわ市に加え新たに綾川町、小豆島町への事業を実施

した。今年度も感染症拡大防止対策により、リハビジテーションセンター東病棟、こど

も発達支援センターや、各市からの委託事業が中止もしくは延期により回数減となった。

パラスポーツ普及 。啓発では、映像 3本を作成 し日本パラスポーツ協会ホームページに

おいて公開された他、障害者スポーツ協会をバックアップし、県内の全特別支援学校等

へのパラスポーツ用具の設置・利用講習を実施した。

c.IT活用支援・福祉用具相談事業

・福祉用具展示相談事業「くらし快適館」 (香川県受託)では、幅広い対象者に、福祉用

具の展示・体験、研修、啓発、相談支援を実施した。

・IT活用支援 (香川県受託)では、教室の開催、個別相談 。支援、パソコンボランティア

の育成・派遣、他施設等への支援を実施した。

。自動車運転再開支援は、地域の自動車教習所等の協力を得て、成人支援施設 。ジハビリテ

ーション病院と連携し取り組んだ。

・香川県障害福社相談所が行 う意思伝達装置判定、補装具判定完成診、巡回相談に協力した。

d.在宅就業支援事業

。在宅ワーカーの指導・育成、受注業務等の調整、一般啓発研修等を行った。一般啓発研

修はオンラインにて実施し、「障がいのある方の全国テレワーク推進ネットワーク」の

中で、関係機関との情報交換を行つた。かがわ ICTテ レネットにおける「障害者芸術祭

2022」 の記録・紹介動画作成会議に適宜参力日し、連携を支援した。

e.研修・啓発事業

・学校や地域住民、民生 。児童委員等へのセミナーの開催、関係者向け研修、支援者 。ボ

ランティアの育成、講師派遣等を感染症拡大防止対策を講じ、一部オンラインで実施し

た。主催・派遣依頼ともに感染症拡大状況により中止・変更があいつぎ、計画変更を余

儀なくされた。

f.交流事業

・感染症対策として、クリスマス会はカー ド郵送とした。コンサー ト・ レクレーション企

画では高松市デリバリーアーツ事業を小規模で協イ動実施し、会場参力日できないセンター

内施設へはオンライン配信海行
つた。

g.発達障害者の居場所づくり事業

・地域支援拠点での居場所事業開催に向けたモデルづくりとして、16歳以上の診断のある

方を対象にした「虹の会」、中高生を対象にした「ゆったリカフェ」を実施した。



③利用状況

新型コロナウイルス感染症対策として、一般利用を中止し、香川県の状況に応じて、貸館、

主催事業、派遣事業等について各ガイ ドラインに沿った十分な感染症対策と環境を整え、必要

に応 じて規模の縮小や実施形態を工夫し実施した。

貸館 。企画事業での施設利用状況は、体育施設 16,092人 、文化施設 24,989人、福韓 ＼ス

1,250人 であつた。 (前年度比 121.8%)(表 1参照)

貸館事業及び地域実施を含めた主催事業での対象者総数は、延べ 50,947人 (前年度比 130.0%)と

増加したが、感染症拡大の影響前の令和元年比は 60.0%と 、利用控えや規模縮小による影響は続い

ている。 (表 2参照)

主催事業は、対象者数は 12,668人 (前年度比 170.0%)と 前年から顕著に増加したものの、令

和元年比 80。 1%であり、貸館ほどではないが利用控えや規模縮小による影響は続いている。 (表

3.4参照)              
｀

(2)相談支援

①香川県発達障害者支援センター『アルプスかがわ』

平成 19年 4月 に香川県より委託を受け、発達障害児 (者)に対する支援を総合的に行 う地域

の拠点として事業を実施 している。事業は、発達障害をもつ当事者とその家族に対する直接相談

などの支援、地域住民等に対する普及啓発、関係施設及び関係機関に対する普及啓発及び研修、

関係施設 。関係機関等との連携及びネットワークの構築等となつている。

平成 26年からは、「より身近な地域」で支援が受けられる体制づくりのために、 「香川県発達

障害者地域支援体制強化事業」を受託して、各市町や法人など地域の支援機関に対する支援を行

つている。また、保健・教育の仕組みが充実している幼児～学齢期に比べて、青年～成人期の当

事者の相談体制が整っていないことに対して、平成 27年度より、支援体制整備や窓口設置、巡回

相談等に取り組んできた。

令和 4年度、当事者や関係者に対する直接支援は、発達障害児 (者)265名 に対して延べ 729件

の支援 (医学的診断や調整会議等を含む)を実施 した。また学校等の地域の機関に対するコンサ

ルテーションを計 112回実施 したと

地域住民等に対する普及啓発は、講演会の開催や啓発パネルと関連図書の展示などを計 26回実

施した。

関係施設及び関係機関に尉する普及啓発及び研修は、研修会の主催を計 19回 (参加者 867名 )、

外部団体が主催する研修会への講師派遣を 73回 (参加者 2,498名 )等を実施した。

関係施設 。関係機関等の連携は、連絡協議会の主催を 17回、自立支援協議会への参加を 32回、

そのほかの関連する連絡会議等への参加を 62回行つた。



一一
一
三 また、香)「 1県発達障害者地域支援体制強化事業において、地域支援マネジャーとして県内の市

町や事業所の支援体制整備の取り組みを支援するために計 22回の訪問支援を実施した (研修 。会

議等に関しては、本体事業にまとめた)。

成人期発達障害者の支援体制を整備するための敗 り組みとして、成人の発達障害の相談窓口を

周知するためのリーフレット『最近よくきくおとなの発達障害って何なん ?』 を令和 3年度に配

布し、各市町と協力して「発達障害をもつ青年成人の巡回相談」を実施している。令和 4年度は、

善通寺市・丸亀市・綾川町・坂出市・宇多津町・琴平町 。まんのう町・直島町 。小豆郡・多度津

町・三豊市で合計 18回行った。また、「どこでもセミナー・どこでもサポー ト」のチラシを酉己布

し、事業所や学校からの要望に基づいて 90回の講師派遣や機関コンサルテーションを行つた。

また、令和 3年度から開始した、支援者姑象のアンケー ト調査 (成人・小児)の結果を基に、

支援者対象の業種別研修を検討し、行政窓口担当者向けの試行研修を行つた。

②香川県高次脳機能障害支援普及事業

平成 19年 7月 より、香川県より委託を受け事業を実施している。近年は、支援方法が個別支

援から間接支援へと移行しつつあるが、コロナ感染症の影響を受け、機関からの相談が減少し

ている。

a,相談支援事業

。相談窓口設置 。支援コーディネーター 4名配置 相談実人数 71名 、延べ相談件数 349件

b.普及・啓発事業

・高次脳機能障害講演会 (R5,3.19 Zoomで 実施)

当事者で、白血病の薬剤治療後遺症で高次脳機能障害となった、シンガーノングライターで、

時υ)鳳 ピあも、人サ||ら さと氏どとυり鳳によも絆快を実施。 12名参力H。

。日本損害保険協会助成事業 香)1明肖外傷ジハビリテーション講習会(R4.11.27ハイブリッド実施)

「高次脳機能障害の理解と支援」

1.映画上映 「いのち見つめて」

2.座 談 会 (医師、ST、 日本友の会会長、かがわ友の会会長)

99名参力日(会場 32名 、WEB67名 )

・高次脳機能障害支援関係職員研修会 (基礎)を 2回、事例検討会を 1回実施。

参加者延べ人数 78名

・図書館等啓発活動 (高松市中央図書館)で障害に関するパネル、関連図書等展示をした。

(R4.12.6-18)                                            。

c。 支援ネットワーク構築事業

・令和 4年度 支援コーディネータ‐全国会議参加 年 2回 (Web会議)

。令和 4年度 高次脳機能障害支援普及全国連絡協議会参加 年 2回 (Veb会議)

・令和 4年度 高次脳機能障害支援普及事業四国ブロック会議参加  (書面会議)



・ケア会議等の参力日、研修講師、電話等でのコンサルテーションを、延べ 175回実施 した。

・当事者、家族会へ参加 (6回)し、会の企画や運営に関わつた。

d.かがわ高次脳機能障害支援センターの開設準備

・令和 5年度の開設に向け、準備WGを毎月、コア会議を 3ヶ月に 1回開催し、準備を進めた。

③障害者生活支援センターたかまつ

高松市、三木町、直島町から委託を受けて、障害者やその家族が地域で自立した生活が送れるよ

う支援する事業を実施した。高松圏域自立支援協議会の運営や香川県自立支援協議会への参画、障

害者生活支援センター連絡会への参加を通じて、関係機関・関係者との連携を図り、支援の質の向

上や、地域の支援体制整備に努めた。

また、従来の委託相談支援事業に加えて、平成 24年度より高松市の指定を受け「指定特定相談

支援事業 (対象児・者がヘルパーや短期入所などの障害福祉サービスを利用する際のサービス等利

用計画作成業務)」 「指定一般相談支援事業 (障害者支援施設や精神科病院等に入院・入所してい

る対象児・者の地域移行・定着のための支援業務)」 「障害児相談支援事業 (18歳未満の児童が通

所サービス等を利用する際の障害児支援利用計画の作成業務)」 を実施している。

平成 30年度から、高松市から委託を受け、高松市障がい者基幹相談支援センター (地域拠点)の

運営を開始した。主な業務としては、担当地域 (鶴尾・太田・太田南・弦打・鬼無・香西・下笠居)

.のすべての障害に関する総合的・専門的な相談を受け、情報提供・助言、既存の関係機関等との連

携・調整等を行つている。4年度は、ネットワーク会議だけではなく、地域のイベントに積極的に

参加し、地域住民の中に入つての関係作りに力を入れた。地域のネットワーク会議には 24回参力日

した。個別相談実人数は 184件であり、地域拠点の個別支援件数については毎年増加傾向である。

すべての相談支援事業の件数は、延べで 6,022件、月平均では 502件であり、昨年とほぼ同じで

あった。

④高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点

平成 80年 4月 より高松市から委託を受け、高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点の運

営を開始し、 5年が経過した。事業は、高松圏域自立支援協議会等を活用して、高松市全域の相

談支援体制の整備を行 う事業と地域の関係機関 (地域包括支援センターや地区社協等)や地域住

民と連携して実施する担婆地区 (松島・築地 。新塩屋町・四番丁 。二番丁 。日新・亀阜 。男木・

女木地区)の相談支援体制の整備を行 う事業、担当地区及び市外に居住されている障害者の個別

支援を行 う事業に大別される。

相談支援体制整備の具体的な内容として、 「総合的・専門的相談支援体制の構築」 「特定相談

支援事業所立ち上げ支援及び後方支援」 「相談支援専門員の人材育成」 「地域移行の促進」 「権

利擁護・虐待防止」「アウトリーチの手法の確立」 「ピアサポー ト活動の促進」「社会資源の開

発・社会生活力向上に関する取り組み」 「地域生活支援事業の整備」があげられる。



令和4年度の個別支援における相談件数は、新規相談者が264件 (昨対 106.5%)、 紹介元を分析

すると、障害福祉関係機関が最も多く、全体の48,9%を 占めている。それに対して、高齢福祉分

野・保健・地域住民からの紹介は、それぞれ5%を切つている。次に、実人員では、年間合計で

1,222人 (昨対比 117.5%)、 月平均では 101.8人 となっている。障害種別では、精神障害者の実

人数424人 (34.7%)、 知的障害者245人 (20.0%)、 身体障害者 142人 (11.6%)、 発達障害者

204人 (16.7%)と なっており、昨年度と比較すると精神障害者、発達障害者の相談件数の伸びが

顕著である。

3.こ ども支援施設

医療法に定める病院であるとともに、児童福祉法に定める医療型障害児入所施設であり、入所

定員は 25名である。四肢・体幹の機能に障害のある児童を治療するとともに、あらゆる面での援

助に努めた。

現在の入所児数は 10名である。年度内に、1名の入所(1名 の退所があつた。退所先は、障害

児入所施設であつた。入所児数は、全国的に長期的に会々に低下傾向である。

利用児のうち、契約制度による入所児が約半数、児童相談所等により社会的養護を必要とする

と判断されて措置入所 した児が約半数であった。今年度は、児童相談所からの緊急一時保護受託

はなかった。家庭 。学校・関係機関との連携を十分に図つた。措置入所 。一時保護への対応力強

化が必要である。

(1)入所 (東病棟)

入所児の年齢・障害の程度や入所期間は様々である。身体障害が重度である児童や、知的障

害・てんかん等の精神障害 。そしゃく機能障害等を合併している児童が大半を占め、医療依存度、

生活面での介護度が高く入所期間が長期化することも多い。児童の健康管理に努めるとともに、

児童の情緒、自主性、協調性の向上に努めた。また、外出、おやつ作 りなど多くの経験を積み重

ねられるように努めた。

新型コロナウイルス感染症対策について :入所児は医療的管理を日常的に要する児、とくに新

型コロナウイルス感染症が重症化・重篤化 しやすいとされる呼吸器疾患を合併 している入所児が

約半数を占めてお り、体調管理に努めるとともに、病原体を持ち込まない対策、拡散を防ぐ対策

に努めた。授業実施と感染防止については、高松支援学校 (高松養護学校)と の連携を図り、治

療や教育の効果が上がるように努めた。

新型コロナワクチンについては、御本人・親権者の希望に沿って接種を進めた。年度末の時点

で、利用児 10名 中、接種を希望した 6名 が 3回 目または 4回 目の接種を終えたが、 4名 について

は御本人・親権者がワクチン接種希望を望まなかった。

自立支援、特に地域生活への移行のための外泊・外出等への支援については、新型コロナウイ

ルス感染症対策のため、控えていただいた。



入退所 (院)の状況

入所・入院 4名   退所・退院 4名

3月 31日 現在の契約者  10名  (定員 25名 )

(2)短期入所 。日中一時支援事業 (東病棟)

日中二時支援事業・短期入所事業は空床利用であるが、新型コロナウイルス感染症対策のため、

利用を控えていただいた。養護者の入院などに伴 う利用希望については、入所での対,芯も案内した。

短期入所 。日中一時支援事業の状況

短期入所 延べ   0名

日中一時 延べ   0名

4.療養介護施設

医療法に定める病院であるとともに、障害者総合支援法に定める療養介護施設であり、入所定

員は 35名 である。対象者は 18歳以上の常時の介護と長期の入院による医療的ケアを必要とする

重症心身障害者で、障害支援区分が 5以上の方である。病院において行われる機能訓練、療養上

の管理、看護、医学的管理下で行われる介護、日常生活支援を行つている。

施設利用は障害者総合支援法に基づき契約制度で運用している。施設入所と短期入所・日中一

時支援サービスがある。

(1)入所 (東病棟)

身体能力及び日常生活能力の維持と向上 `二次障害の予防・疾病の治療・生活の質 (QOL)の 向

上を目標に個別支援計画を立て、支援を行った。食事、入浴などの介護の提供、レクリエーショ

ン活動などの社会参力H活動支援、声かけや聞き取 りなどのコミュニケーション支援を実施した。

また、家族との密な連絡と交流が持てるような配慮に努めるとともに、支援内容に関する関係

機関との連絡調整を行った。

入所者は、医療的管理を日常的に要しており、とくに、新型コロナウイルス感染症の発生時に

は重症化・重篤化 しやすいとされる呼吸器疾患を合併している入所者が大半占めており、体調管

理に努めるとともに、感染防止のため、外泊・面会の制限をお願いした。

新型コロナワクチンについては、親族等により御本人がワクチン接種を望んでいるとされた利

用者 (28名 中 25名 )が接種を終えている。3名 については、御本人がワクチン接種希望を望んで

いないと親族等から申告されており、現時点では接種の予定はない。

今年度は、1名 の入所 (こ ども支援施設から 1名 )があり、入所者数は 1名増加した。平成 30

年の増床前に 20名 であった入所者数は、現注 28名 に増加しており、今後も在宅障害者の家族の

高齢化等に伴 う入所者数の増加が見込まれることから、スタンフの確保・指導育成が必要である。



一
一
一

入退所 (院)の状況

入所 。入院  1名  退所・退院 0名

3月 31日 現在の契約者 28名 (定員 35名 )

(2)短期入所 。日中一時支援事業 (東病棟)

日中一時支援事業・短期入所事業は空床利用であるが、新型コロナウイルス感染症対策のため、

利用を控えていただいた。養護者の入院などに伴 う利用希望については、入所での対,芯も案内した。

短期入所・ 日中一時支援事業の状況

短期入所 延べ   0名

日中一時 延べ   0名

5。 こども発達支援センター

児童福祉法に定める通所定員 35名 の医療型児童発達支援センターである。医療型児童発達支援、

すなわち、上肢、下肢または体幹の機能の障害のある児童に対する児童発達支援 (日 常生活にお

ける基本的な動作の指導、知識技能の獲得、集団生活への適応訓練等)及び治療を提供した。

年度末の契約者数は 14名 であり、年度途中に 3名増加 し、年度末に 2名卒園した。

在宅障害児の日常生活を支援するうえで、通所支援の役割は重要である。特に乳幼児期におい

ては早期療育の場でもあり、家族にとっては障害受容や他家族との交流の場でもある。医療・看

護・福祉等の機能を活用して幅広く対応した。

幼児の年齢 。発達や障害に応 じた保育形態をとり、保護者と児童に生活 リズム・体力づくり。

基本的生活習慣の確立へ向けて援助を行つた。また親子分離保育、個別食事指導を実施 したほか、

就学の準備なども行った。

通所児の多くは、呼吸器系の合併症を有しており、新型コロナウイルス感染症重症化のリスク

が大きい。クラスター防止のため、体調把握・感染防止に努めた。新型コロナウイルス感染症の

発生に伴 う施設の閉鎖はなかったが、保護者に対して、電話による連絡、情報提供等を頻回に行

い、かがわ総合 リハビリテーションセンタ■の新型コロナウイァレス感染対策を確実に実施 した。

保育所等訪問支援 (地域の保育所または知的障害・視覚障害特別支援学校などの幼稚都と併用

利用中の児の併用先への訪問)、 障害児相談支援等の地域支援については、下半期に 14件実施

した。新型コロナウイルス感染症対策のため、文書での情報提供、電話等での相談支援も行つた。

入退園の状況

入園 3名  退園 2名

3月 31日 現在の契約者 14名 (定員 35名 )
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6.リ ハビリテーション病院

医療法に定める病院として障害児 。者、高齢者を含めた一般患者の疾病・外傷の治療を行つてい

る。医療の質、患者サエビス向上のため病棟入院患者に対して休 日、祝日にもリハビリテーシヨン

治療を提供 している。外来診療では専門ないし特殊部門として装具診療、心臓 リハビリテーション、

ロービジョン外来、補聴器外来、ボ トックス外来、ポリオ外来等がある。

今年度も高齢化社会への式穂 と安定した患者数の確保のため、幅広い年齢層を受け入れることに

重点をおき、急性期病院との連携強化を課題としてきた。 しかし新型コロナウイルス感染症 (第 7

波および第 8波)への対策の影響により、急性期病院地域連携室への訪問、患者の訪問診察など病

院間の移動制限等が続き達成が不十分となつた。急L期病院からの紹介患者数は総じて回復傾向に

転じている。一方、病床稼働率は病棟ごとに変動し、全体として減少傾向が続いた (図 2)。 これ

は入院患者または看護師、ジハビジテーションスタッフ等病棟職員に新型コロナウイルス感染が発

症、特にクラスターが発生した時、その者Б度病棟単位で入退院を制限したことが大きな要因である。

この時には入院患者に提供するジハビジテーション医療の訓練的な量・質の低下に加えて、家庭復

帰支援サービス (家族指導、家庭訪間、試験外出泊等)にも影響を及ばした。

外来では患者、職員の安全確保から新型コロナウイルス感染症対策を継続してきたが、特別な受

診の制限はしていない。患者の外来受診控えはなくなつたと思われる状況であり、患者数はコロナ

禍の影響がなかった令和元年度比較で約 101,7%と なっている。

(1)入院

①回復期 リハビリテーション病棟 (南 2病棟、中病棟)

月酋血管疾患や大腿骨骨折などの急性期治療を終えた後、個々の患者に合わせて寝たきり防止、日

常生活動作自立、家庭生活・社会復帰を目標としたリハビリテーションを実施 している。ベッドサ

イ ドや リハビリ室での機能障害・能力低下へのアプローチ、病棟生活の向上、家庭訪問を通じての

家庭復帰、介護支援専門員 (ケアマネジャー)への情報提供を通じてこれら目標の達成に努めている。

南2病林

当年度の平均入院患者数は 31.4人 (病床利用率 75.8%)であつた。平均年齢は 67.2歳、男性患

者が 59。 7%、 疾患別では脳血管障害が最も多く、61.0%を占めた。

退院後の状況は自宅 56.8%、 施設 18,9%、 転院 20,1%であった。

入退院の状況

入院 164名 、  退院 169名

3月 31日 現在の入院患者数 31名  (病床 42床 )

中病棟

当年度の平均入院患者数は 23.0人 (病床利用率 61.4%)であつた。平均年齢は 64.2歳、男性患

者が 55。 2%、 疾患別では脳血管障害が最も多く、56.1%を 占めた。
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一 退院後の状況は自宅 62.3%、 施設 18.8%、 転院 13.7%であった。

入退院の状況

入院 105名 、  退院 117名

3月 31日 現在の入院患者数 13名  (病床 38床)

②障害者施設等入院基本料算定病棟 (西病棟)

脳卒中後遺症及び認知症を除く肢体不自由者、脊髄損傷及び意識障害患者等に対して、個差の患

者に設定したゴールに向けてヅハビリテーションを実施 している。また、下肢関節等の手術も行つ

ている。

当年度の平均入院患者数は 20,2人 (病床利用率 60.5%)であった。平均年齢は 59.3歳、男性忠

者が 68.8%、 脊髄損傷、骨折などの整形外科疾患が多く、これらが 56.5%を 占めた。

退院後の状況は自宅 70.7%、 施設 7.7%、 転院 16.7%であった。

入退院の状況

入院 138名 、   退院 130名

3月 31日 現在の入院患者数 29名  (病床 34床)

新規入院患者のうち急陛期病院等からの紹介は 337人であり、紹介元医療機関別では香)|1県立中

央病院 149人、高松市立みんなの病院 64人、高松赤十字病院 35人、香)「 1労災病院 20人、香)|1大

学医学部附属病院 28人、その他 41人 (高松市内 13人、県内高松市外 19人、県外 9人)であった。

(2)外来

診療日数 243日 で、外来患者数は延べ 58,594人であり、一日平均 241.1人であつた。

科別の平均受診者数は整形外科 21.8人、小児科 24.8人、内科 13.7人、脳神経外科 10。 4人、泌

尿器科 ■.8人、眼科 12.0人、耳鼻咽喉科 9,3人、皮膚科 12,7人、総合診療科 0.3人、歯科 35.0

人、ジハビジテーション科 ■7.2人であつた。

(3)保育事業

医師、看護師、訓練士等の職員確保及び職員の福利厚生の充実を目的に、附属保育施設 「さ

くら保育園」の運営を行っている。

保育時間は、月～金 8:00～ 18:00と し、訓練士、看護師等の土 。日曜日・祝日の勤務に対応

できるよう月に数回、土 。日曜日及び祝日を開園している。また、看護師等の夜勤に対応する

ため、週 1回程度、24時間保育が可能である。

令和 5年 3月 31日 現在の月極め利用者は 13名 である。 (定員 15名 )



【香川県障害者支援施設たまも園】

障害者総合支援法に基づく生活介護・施設入所支援・短期入所と、地域生活支援事業である日中

一時支援の4種の事業を実施した。

事業の実施に当たつては、新型コロナウイルス感染症の感染防止を図るため、県内の感染の状況

等に応じ、面会や外出、外泊の自粛要請や、園内活動等の縮小など、利用者の意見も聴きつつ、ま

た、家族等関係者の理解も得ながら、サービスの提供を継続した。

(1)入所部 (生活介護・施設入所支援)

入所利用者への生活介護サ●ビスについては、常時介護を必要とする障害者に、日中、入浴や排

泄、食事の介護等を行 うとともに、健康管理や身体機能を維持するための訓練、創作活動等の支援

を行つた。

社会参加の機会の提供として行 う外出の支援や他の事業所のサービス利用支援については、感染

の状況に応 じて調整 した。

施設入所支援サービスについては、夜間などに排泄や食事の介護等の支援を行つた。

感染防止対策として新規入所希望者の施設見学を一時中止したことなどによつて、新たな入所者

の確保が難しくなり、生活介護の 1日 当たりの利用者数は 94.2人 (前年度 95i4人 )、 施設入所支

援の利用者数は 94.1人 (同 95。 3人)と 、いずれも前年度に比較 して減少した。年度末でみると、

令和4年度中に6人が退所したものの、コロナ感染症の収束に伴い8月 に4名の入所者を確保でき

たことから、年度内入所者は9人となり、年度末現在の在籍者数は定員を 1人下回る 99人となった。

(2)通所部 (生活介護)

通所利用者の生活介護サービスについては、家庭など地域で生活する障害者に、日中に、入浴や

排泄、食事等の介護を行 うとともに、健康管理や身体機能を維持するための訓練、レクリエーショ

ン等の支援を行つた。

年度末現在の在籍者数は 28人 (前年度 27人)で、1日 当たりの利用者数は 6.7人 (同 8.5人)で

あり、利用者数は前年度に比較して減少した。

これは、感染防止の観点から、受け入れ人数を減少させざるを得なかつたこと、さらに、オミク

ロン株による急激な感染拡大のあつた第 7波時の8月 以降、園内で 3回クラスターが発生し、延 6

1日 間にわたつてサービスの提供を中止しためである。

(3)短期入所

家庭など地域での生活が継続できるよう、家族等の介護者の支援を受けることができない場合な

どに、宿泊を伴 う支援を行つた。

サービスの提供に当たつては、感染防止の観点から、できる限り入所利用者との接触がないよう

にするため、昼間の居室を通所ルームに変更し、介護等についても通所担当者が行つた。

年度末現在の契約者数は 51人 (前年度 52人)であり、1日 当たりの利用者数は 2,0人 (同 1.7

人)と なっており、上記第 7波時の影響による減少があつたものの、その後、回復し、利用者数は
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前年度に比較して増加した。

(4)日 中一時支援

一時的に施設の利用が必要な障害者に、入浴、排泄(食事等の介護を行 うとともに、日中におけ

る活動の場を提供した。

なお、短期入所と同様に、感染防止の観点から、できる限り入所利用者との接触がないようにす

るため、居室を通所ルームに変更し、介護等についても通所担当者が行つた。

年度末現在の契約者数は 33人 (前年度 36人)であり、1日 当たりの利用者数は 0.5人 (同 0.6

人)で、利用者数は前年度に比較して微減した。
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1.成人支援施設
令和4年度

事業別 充足状況 他

援護の実施者別 状況

*)平均期間は、30日 を可ヶ月として算出   (人 )

(年 間延べ人数 )

国 主たる障害/年齢別 状況

疾病別 状況

注)年齢は,年度初め (2022/4/1)時 点

【算出方法】

■年間延べ人数 ・中

月度毎利用者数の年間計 (注 :日 割りではない)

例)利用期間 5/20～ 9/5の場合、5ケ月利用で5人

■月平均人数 ・中

年間延べ人数 ■ 12ケ月

■平均年齢 ・中

(各年齢×年間延べ人数)の合計
十 年間延べ人数計

■利用終了日が、年度末 (3/31)の場合、当該年度

での利用終了者としてカウント

(年間延べ人数)

(年間延べ人数)

事業 定員

36 255 708% 17.5 48.6%

20 100 50,0% 6.8 34.Ol`

24 22.7 944% 16.0 66.8,t

80 58.2 72.7% 40.4 50.41`

流設入所支援 40 240 600。/n 22_2 55_69`

二均 )

19.5 765%1    60 23 5yd

83 825%1   18 175%
174 768%1   53 232%
452 77ヽ 7,61  13.0 22_391

183 764%1    57 236%

+1 1

+31  ▲8 230ケ月

+131  ▲ 17 175ケ 月
+331   ▲40

176ケ 月+141  ▲ 13

接 護 の
実 怖岩

路再E)
辞

目豆
入口F

五ヲEラ
入FF

E蒻監
計

施設 入 所

=揺
141 58 199 29 55 84 4 lt,1 11,も 1/と 294 468 167

11 a 14 11 23 11

警通寺市 23 23 1 1 23 24 23

観音寺市

さぬきi 10 10 10 10 10

東かがわ市 24 24 19 19 24:   19 43 24

三 讐 布 23 23 28 23

上 庄 町 1 1 12 12 11 13

小豆島田] 12 12 12 12

三 木 田T 7 7 14 7 7 2 7

宇 多津田】 11 5 5 8 16

綾 JII町 2 2

12 12 12 12

多度津町 8 8

まんのう蜘

11 11 12 1ク 23 22

ヨ十 ,aク 74 !]86 62 58 120 263 272
`iOR

クAR

主たる障害
r旨泊 ナ.‐ 1う

*」 51 * 41

～19由 20～ 20 30-39 60-64 ～19歳 :20～29:30～ 39 ～19歳 50-59

8 121 90 51 7 277 11 12 30 8 13 13 41 12 87

身体/視覚 4 4

身 体 /原富 7 7

2 15 17

身体/内部 2 2

知 的 47 29 71

精 神 /精神 3 12 3 18

精神/発達 6 12:  i  i 18 10 10 20

精神/高次脳 12 12 12 27:  27 72 21 25 46

華r病 12 1!

その他

計 10 121 117 51 7 306 24 3:  38:  27:  12 120 67 66 16 52 69 12 272

主たる障害
r琶れヨナ.｀ 1_う

* (所 ; *

～19色 20～ 20 50-59 OC´ψ64 ～19歳

8 28 145 131 75 7 394 8 98 51 50:   7 214

身体/視覚 4 4

身 体 /照ヨ 7 7

身体/言語機能等 2 15 17 2 8 10

身体/内部 :  1 2 2

美日白勺 47:  29: 76

精 神 /精神 3:  12 3 18

精神/発連 16 22 38

精 神 /百次 脳 12 6 48:  64 130 12 17 35 64

難 病 12 12

その 1lt

計 63 98 39 211 213 75:   7 698 12 10 115 94 51 クaR

0国匠

精神疾 高次脳
発達/知

的無

発違/知

的有
果色体

他の精神

発達選掲

他の精神

疾患脳性マヒ
他脳器

質

書髄損掏
/疾患

顕髄損

毎

骨関節

疾患 形
臓器疾患

外毎 外傷

他の身体

疾患損傷
盤病

r'囚世

精神疾
箪

外四性

精神疾
棗

疾病
(重複あり:max3)

外毎桂出

損毎

13 19232 12 28 12 12 1

7 27 1867 19 4

6 4 12 1 1 14 56 15す 楊 91 2 8 12 lC

1 1 47 32 56 5 1589〔 8 16 41 lg 12 市3 4 10 12
醐

1 11 g 12 46支 料 212 24 15

面
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国

国

回

障害等級別 状況 (手帳は重複あり) (年間延べ人数 )

事業

146 40 29 1 12 12
1 15 11 14 41 23: 28

R7 22 59 74 74 25:  15 40
184 77 40 1 74 74 6( 耳 7f

万

“

設 入 所 す ‡
~署

11 22 36 176 23: 23

Rし

身体 I知的

311 256
全く無

31

791 110 87 67
可561 144 134 80

2661 510 477 178
671 242 231 67

調

障害支援区分別 状況 (年間延べ人数)

事業
憮 !)

無
可 , R 4:5 6

8 5 12:  12
120
254

8:    5 12 12 643
前 設 入 所 す 将 4 9 275

利用終了後の 生活拠点 (人 )

注 )施設入所者 に限定 、尚、事 業計 と正味との差は、入所のみ退所者

利用経路 (年間延べ人数)

利用経路(利用前の居住)
日豆 訓 繰
r構會lil

日豆司‖線

`Ⅲ
モヽ

就 舅 移 行
計

当 セ ン ター 病 陽 162 37 49 238
他病院 141 41 46 228
存 字 13 42 167 222
当施設

他施設
*

計 a〔 120 262 688

了 後 の 日 中 活 動 (人 )

ロ

回

*就 職 数 (就職 &復 職 )

就 職 率

3
167%

11
733%

12
333%

生活拠点
営 豆 コH稗 目豆コ‖線 就 9,移行

計 (工味 )

家 歴 復 帰 1 6

単 身 生 活 1

GHその他 地 域 生 活 3 5

暉 吾 者 籠 設

老 人 系 方伍設 1 1

入 1男

その他
死 亡

*

キ

計 10 ク 1 13

日 中 活 動 計 (正味 )

A型
B型

事 業 肉 蓼 慧

学 校

その他
死 亡



2.福祉センター

<表 1>禾U用状 況 (センター利用分のみで、外部施設での実施事業は除く)

令和4年度

令和4年4月 ～令和5年 3月

(単位 :人 )

1,575

計

7,067

(1,974)

7,067

(1,974)

16,347

16,347

1,575

つ ど い

777

22

22

( 110)

1 116

調理実習室

317

(110)
1 73

( 110)

777

図 書  室

367

867

9,852

( 941)

会 議  室

3,795

( 941)

，７９５瑚

つ
０

5,690

5,690

1,186

つ
０

９

，

９

02114

(

教   養 文   化   関   係

研 修 室

2,955

(923)
2,955

(923)

9,880

9,880

1861,

821

222

1,632

1,854

計

5,046

(1,830

9,064

(3,10働

14,110

(4,944)

51

4,721

(1,850)

840

(370)
4,641

(1,850)

10

01

70

70

ルプ

3,801

(1,480)

110

110

242

( 17)

アー チェリー

132

( 17)

132

( 17)

1,214

(556)

グラウンド

６４

刻(

1,124

(532)
1,188

(556)

26

2692

42

1,632

1,674

9,915

(2,521)

41,081

(6,918)

係関育体

体 育 館

7,100

(2,206)

8,149

(2,521)

51

77

個   人

グループ

計

個   人
1,049

(315)

グループ

計

個   人

グループ

計

一
般

合  計

総  計

障
害
者

関
係
者

区   分

利
用
延
数

16,092

(4,944)

24,989

(1,974)

注 :()内は介護者で、内数である。





(1)令 和4年度地域交流科事業実績

〈表 2〉事業別対象者数比較

〈表 3〉 令和4年度事業 対象者数 (貸館除く)

〈表4〉 事業 対象者別比較 (貸館除く)

〈図3〉 事業 対象者別比較 (貸館除く) (単位 :人 )

〈図1〉事業別姑象者数比較  (単位 :人 )

〈図2〉 令和4年度事業 対象者数 (貸館除く)  (単位 :人 )

〈表 5〉 事業 実施場所別比較 (貸館除く)(単位 :人 )

内 外 計

Rl 9,833 5,833 15,666

R2 5,450 2 1 36 7,586

R3 5,171 1,886 7,057

R4 6,115 6す553 12,668

〈図4〉 事業 実施場所別比較 (貸館除く) (単 位 :人 )

(単位 :人 )
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14,000

12,000

口外

□内10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

RI   R2   R3   R4

Rl R2 R3 R4

45,864 20,876 21,264 24,212貸し館事業文化

貸し館事業体育 23,486 13,971 10,851 14,062

文化事業 1,404 1,017 610 1820

3,642 2,403 4059スポーツ事業 6,445

3,481
IT活用支援 福祉用具

相談事業 1,847 1,189 2,234

在宅就業 262 189 229 135

1481 1361 3,135研修・啓発事業 5,274

434 118 220 93交流事業

50,947合計 85,016 42,433 39,172

90,000

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

30′ 000

20,000

10′000

0

回交流事業

口研修・啓発事業

団在宅就業

口IT活用支援・福社用具相談

事業
ロスポーン事業

口文化事業

口貸し館事業体育

田貸し館事業文化
Rl R2 R3 R4

障害者 介護者 関係者
一般

高齢者
計

文化事業 431 45 287 1,057 1,820

スポーツ事業 2,124 1 1 45 604 186 4,059

IT活用支援・福祉
用具

787 470 1,617 557 3,431

在宅就業 80 4 89 12 135

研修・啓発事業 98 44 1,098 1,895 3,130

交流事業 31 21 28 13 93

計 3,496 1,729 3,723 3,720 12,668

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

田一般

高齢者

団関係者

□介護者

田障害者

く驚尊鵜

障害者 介護者 関係者
一般

高齢者 計

Rl 5,321 2,486 5,373 2,486 15,666

R2 3,005 1,413 2 750 418 7,586

R3 2,636 1,145 2,409 867 7,057

R4 3,496 1,792 3,723 3,720 12,668

18,000

16,000

14,000

12,000

10,000

3,000

6,000

4,000

2,000

0

回一般

高齢者

□関係者

□介護者

口障害者

Rl     R2     R3     R4





(2)相談支援

①香川県発達障害者支援センター『アルプスかがわ』

事 業 内 容 実  績

1.相談支援・発達支援

(※主に子どもに姑する支援)

(1)実支援人数・延支援件数

実支援人数 127 人

延支援件数 356 件

(2)医学的診断、心理学的判定
実診断人数 4 人

実判定人数 11 人

(3)夜間等の緊急時保護

行動障害による一時保護

実支援人数 0 人

延支援件数 o 件

(4)相談支援・発達支援に伴 う情報共有等 (調整会議) 26 件

(5)相談支援・発達支援に伴 う関係機関職員への助言

(機関コンサルテーション)

76 件

2.相談支援 。就労支援

(※主に成人に姑する支援)

(1)実支援人数・延支援件数

実支援人数 138 人

延支援件数 323 件

(2)相談支援・就労支援に伴 う情報共有等 (調整会議) 9 件

(3)相談支援・就労支援に伴 う関係機関職員への助言
′
         (機 関コンサルテーション)

36 件

(4)職場拡大のための企業等への啓発活動 0 回

3.地域住民等に対する普及啓発
(1)パンフレントの作成等 23 件

(2)地域住民向け講演会の開催等 3 回

4.関係施設及び関係機関に対する

普及啓発及び研修

(1)主催または共催で企画 した研修

実施回数 19 回

延参加人数 867 人

(2)外部から講師依頼を受けた研修

(講師派遣 )

実施回数 73 回

延参加人数 2498 人

(3)教育関係者との合同研修会

((1)及び (2)の再掲 )

実施回数 20 回

延参加人数 677 人

5。 関係施設 。関係機関等の連携

(1)連絡協議会の開催状況 実施回数 17 回

(2)協議会等への参加状況

(障害者総合福祉法第 89条 に基づく)

参加回数 32 回

(3)その他の協議会への参加状況 参加回数 62 回

6.職員の研修派遣状況 参加回数 28 回





計男 女 不 明

51 18 2 71

②高次脳機能障害支援普及事業

新 規 継続 計

38 33 71

人 )

令和4年4月 ～令和5年 3月

人 )

子メールを含む

令和4年4月 ～令和5年3月

(全相談延べ件数 6,022件 )

(単位 :人 )

(重複選択がある為、表6の合計人数とは一致しない)

(単位 :件)

〈表 5〉 普及啓発事業件数 (単位 :件 )

講演会 研修会 講師派遣
こ!ン ナル 当 争 有 索

2
3

(参加者
78名 )

4 165 6

③障害者生活支援センターたかまつ

○委託事業

(単位 :人 )

※FAX、 電子メールを含む

8〉

〈表 9〉 サービス等利用計画作成実績  (単位 :人 )

計画相談 モニタリング

障害児 39 障害児 39

障害者 234 障害者 407

計 273 計 446

〈表 10〉 相談内容別のべ件数

○高松市障がい者基幹相談支援センター地域拠点

〈表 11〉基幹相談支援センター障害別相談者累積人数

〈表 12〉相談元別実人数

PR訪 問 地域会議 合 計

回数 6 24 30

電話※ 来所 訪 問 合 計

60 349261 28

相談実人数

新規 53

32継 続

計 85

相談実件数

訪 問 来所 電話※ 同行 関係機戻 その他 合 計

34 29 254 13 3 59 505 897

肢 体 視覚
鵬 冗 `

内部 知 的 精神 重 心
身イ不・
ア
F匈 的

タイ不・
塔 来由

矢ll門

培 オ由

身体・ 知

的・精神
高次脳 発達障害 難病 合 計

新規 19 3 3 1 5 3 0 4 2 0 1 7 1 0 49

継統 17 7 3 2 7 1 0 7 1 0 0 1 1 4 51

計 36 10 6 3 12 4 0 11 3 0 1 8 2 4 100

日常生
活

家計・
経済

就 労

保 育 ・

療育 ,

勤 苔

健康・

医療

琢族 関

係 。人
FttR ttS係

社 会 参

加 ・ 余
B母活 動

福 祉

サー ビ

ス禾11用

障 害 や

病 状
ユ早解

精神的
不安

権利擁
護

その他 計

件数 390 38 73 87 403 55 65 3,807 166 176 38 517 5,815

身体 知 的 精神 難 病 高次脳 発 鷺 その他 小 計 合 計

障害児 0 63 8 2 05 95 5 54 223

557障害者 0 62 5 145 7 40 45 5 27 327

高齢者 0 0 0 0 5 0 2 7

地域住民 保健 障害福祉 医療機関 教育 高齢福祉 その他 合 計

7 5 10 88 18 13 2 41 184

〈表 13〉地域体制整備事業





(3)高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点

1)中核拠点における体制整備

●体制整備内容

●受付内容

2)中核拠点における個別支援

令和4年 4月 ～令和5年3月

(単位 !人 )

緊急時後方
支援

緊急時体制

整備
協議会運営 研修準備 研 修回数 支援体制構築 特定確保 委託地域後方 情報発信共有 ネットワーク

40 301 1,629 486 60 271 112 598 322 98

社会資源 社会生活力 地域移行
体験 の機会場

確保
ピ ア アウトリーチ 権利擁護 その他

17 40 110 26 553 25 443 10

訪問 電 話 来所 メールFAX その他

274 1,615 2,289 254 709

新規合計
新 規 紹 介 元

医療機関 司法触法 児 童 高齢 保健 障害福祉 地域住民 その他

264 25 17 19 10 4 129 13 47

実人数

合計

障 おく い 種 男り

身体 知 的 精神 難病 高次脳 発 達 その他

1,222 142 245 424 28 5 204 174

実人数

合計

対 象 者 別

障害児 障害者 高齢者

1,222 284 887 51

延べ人数 受 付 形 態 別

訪 間 電 話 来所 メールFAX その他

4,893 616 3,717 172 337 51

相 談 地 区

松 島 築地 新塩屋 四番丁 二番丁 日新 亀阜 女木 その他

470 310 205 115 284 141 637 90 2,641

相 談 種 類

福祉 サー ビス 社会資源 社会生活力 ピ ア 権利擁護 専門機関 緊急時対応 体験の機会 ケア会議 その他

1,861 114 142 32 25 936 22 1 67 1,693

延べ件数 体 制 整 備

協議会 情報 特定 資源 会議 研修 人材 その他

365 19 4 17 107 64 105 27 22

延べ件数 事業所運営

会議 出 張 研修 その他

3,098 1,488 47 17 1,546





3.こども支援施設 4.療養介護施設  5。こども発達支援センター

<表1>入・退所者数

<表2>退所後状況

令和4年4月 ～令和5年 3月  (単位 :人 )

令和4年4月 ～令和5年 3月  (単位 :人 )

こども支 援 施 設 療 養 介 護 施 設

計

こども発達支援センター

計 合計

男 女 男 女 男 女

入 所 1 1 2 1 2 3 5

退 所 1 1 2 2 3

区分

こども支 援 施 設 療 養 介 護 施 設

計

こども発達支援センター

計 合計

男 女 男 女 男 女

家
庭
復
帰

自 宅 0

地 元 校 ヘ 0

養 護 学 校 へ 2 2 2

施 設 通 所

こども支援施設からこども発達

支  援  セ  ン  タ ー
0

施

設
入

所

こども発達支援センターからこ

ど も 支  援  施  穏費
0

障 害児 入所 施設 1 1 1

障 害 者 支 援 施 設 0

療 養 介 護 施 設 ヘ 0

転 院

死 亡 0

計 0 1 0 0 1 2 2 3



区分

こども支援施設 療養介護施 設

計

こども発達支援センター

計 合 計
男 女 男 女 男 女

高 松 市 部 3 2 8 9 22 5 6 11 33

高 松 市 外 3 2 8 2 15 1 2 3 18

県  外 1 1 0 1

合  計 6 4 17 11 38 6 8 14 52

『
〕
一
一

<表3>地域別・性別・区分別利用状況    令和5年3月 31日 現在   (単位 :人 )

<表4>年齢別・性別・区分別利用状況 令和5年3月 31日 現在  (単位 :人 )

<表5>疾患別利用状況 令和5年3月 31日 現在  (単位 :人 )

<表6>こども発達支援センター利用数 令和4年 4月 ～令和5年3月 (単位 :人 )

区   分 0歳 1歳 2歳 3歳 4～5歳 6～9歳
10-14

歳

15-19
歳

20-29
歳

30携受
以 L 計

こども支援施設
男 1 2 2 1 6

女 3 1 4

療養介護施設
男 1 4 12 17

女 2 9 11

計 0 0 1 0 0 2 5 3 6 21 38

こども発達支
援 セ ンター

男 3 3 6

女 1 5 2 8

計 0 0 0 4 8 2 0 0 0 0 14

合  計 0 0 1 4 8 4 5 3 6 21 52

区 分 こども支援施設 療養介護施設 こども発達支援センター 計

脳  性  麻  痺 1 18 1 20

ペ  ル   テ  ス 0

頭  部  外  傷 1 1

発 達 遅 延 2 3 5

骨 折 0

脳 血 管 障 害 1 1

,i肖 ・ 脊 術 奔 5 5

脊 髄 損 傷 0

骨 形 成 不 全 1 1

そ の 他 5 5 9 19

計 10 28 14 52

区 分 患 者 数 診 療 日数 (日 ) 日平均

こども発達支援センター 717 243 3.0



6.リハビリテーション病院

<表1>入・退院者数

<表2>年齢別コ陛別入院患者状況

<表3>疾患別患者状況

令和4年4月 ～令和5年 3月 (単位 :人 )

令和4年4月 ～令和5年 3月

西病棟 中病棟 南2病棟
計

男 女 小計 男 女 小 計 男 女 小計

入院 95 43 138 58 47 105 98 66 164 407

退院 84 46 130 64 53 117 106 63 169 416

西病棟 中病棟 南2病棟
計 患者比率

男 女 男 女 男 女

19歳以下 10 2 1 2 0 0 15 3,70/0

20-29涛親 4 5 0 3 3 2 17 4.20/0

30-39携悦 5 0 2 2 4 0 13 3.20/0

40～49歳 4 2 5 5 10 8 34 8.40/0

50-59涛曼 20 2 12 5 14 7 60 14.70/0

60-69病親 20 8 11 10 21 5 75 18.40/0

70-79病琵 22 13 12 28 27 113 27.80/0

80歳～ 10 11 15 9 18 17 80 19.70/0

合計 95 43 58 47 98 66 407 100.00/0

西病棟 中病棟 南2病棟 計

脳血管疾患 10 59 100 169

脳挫傷 11 4 8 23

脳・脊髄炎 7 1 2 10

脊髄損傷 19 5 24

骨折 30 23 27 80

切 断 13 1 14

変形性股関節症 3 1 3 7

その他整形疾患 32 13 6 51

神経疾患 3 3

褥盾 0

廃用 7 1 3

その他 3 3 9 15

計 138 105 164 407



薗

<表4>入院時状況 令和4年4月 ～令和5年 3月

<表5>退院後状況 令和4年4月 ～令和5年3月

<表6>在院患者数 令和5年3月 31日 時点

西病棟 中病棟 南2病棟 計

在院患者数 29 13 31 73

<表7>外来・科別患者数 令和4年4月 ～令和5年3月

患者数 診療 日数 一 日平均

整形外科 5,297 243 21.8

小児科

内科

5,976 241 24.8

13.73,223 286

脳神経外科 2,484 240 10.4

泌尿器科 283 24 11.8

眼科 2,814 234 12.0

耳鼻咽喉科 888 96 9.3

皮膚科 623 49 12.7

総合診療科 15 46 0.3

リハビリテーション科 28,487 243 117.2

歯 科 8,504 243 35.0

計 58,594 243 241.1

西病棟 中病棟 南2病棟 計

医療機関

中央病院 40 44 65 149

高松赤十宇 13 35

香)|1大学 8 5 15 28

みんなの病院 21 32 64

労災病院 5 15 20

他 市 内 5 3 5 13

他 県 内 6 5 8 19

県  外 2 1 6 9

転  棟 11 4 2 17

自  宅 40 6 3 49

施  設 4 0 4

計 138 105 164 407

西病棟 中病棟 南2病棟 計

自  宅 92 73 96 261

成人支援施設 1 3 4 8

介護老人保健施設 1 5 6 12

その他施設 8 14 22 44

転   院 22 16 34 72

転   棟 6 6 7 19

死   亡 0

そ の 他 0

計 130 117 169 416



Rl R2 R3 R4

中央病院 115 76 95 149

赤十字病院 31 42 65 35

香川大学 26 39 21 28

みんなの病院 51 86 86 64

労災病院 32 21 29 20

他市内 23 16 25 13

他市外 34 26 35 19

県外 16 9 5 9

自宅・施設・転棟 84 75 74 70

合計 412 390 435 407

<表8>年度別入院経路 (再入院含む)

<図 1>年度別入院経路 (再入院含む)
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主なコロナ発生状況 (患者/職員)

1 8/2  西  9名 /4名

1 8/29 中  1名 /3名
1 12/15 中  4名 /2名

1 12/26 西  3名 /2名

1 12/27 南  4名 /3名

2/8  中  5名 /0名
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<表9>年度別病床稼働率

<表 10>平均患者推移

<図 2>月 別 1日 平均患者数
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Rl R2 R3 R4

西 75。 30/0 70,40/0 62.5% 60。 5%

中 66,30/0 63。 10/0 64.80/0 61.40/0

南 2 81.20/0 71.60/0 77.40/0 75。 80/0

合計 74.50/0 68.4% 68.80/0 66.40/0

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

西 20.8 22.6 20。 7 16.6 13.2 15.4 18.6 24.2 23.2 21.1 20。 9 25。 2 20.2

中 26.9 25.0 25。 8 25.4 22.5 15,7 21,0 23.0 23.2 22.8 26.9 18.5 23.0

南2 35。 9 34.0 32.4 35.0 30.3 30.3 32.7 33.2 31.a 24,9 27.4 28.9 31。 4

合計 83.6 81.6 78.9 77.0 66.0 61.4 72.3 80.4 77.9 68.8 75.2 72.6 74.6

0.0
4月  5月  6月  7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月  2月 3月

“―… 南2





生活介護・施設入所支援(入所部 )利用者の現況

令不日5年 3月 31日 現在

○入退所の状況

4

9

6

99

3

5

9

96

2

4

4

100

一万

6

6

100

30

3

3

100

29

1 0

8

100

28

7

9

98

27

6

6

100

26

4

3

100

25

5

6

99

24

8

8

100

23

2

2

100

入所者数

退所者数

年度末在籍者数

年 度 中

3

96

4

1

2

95

1

0

1

96

0

1

12

95

1

0

11

97

0(1)

2

10

96

0

0

9

97

0

1

8

96

1

0

7

97

0

1

6

97

0

0

5

97

0

0

4

96

1

0

月初日現在在籍者数

入所者数

退所者数
令和4年度

※()書きは外数で初 日利用開始

O市町漏u入所者状況

O障害の原因房u病名

O在籍者年齢

O身体障害者手帳等級

O重複障害の状況

O障害支援区分

計

6

7

24

30

15

6

5718

女

1

3

6

13

1 3

5

4

59.1

男

5

4

5

11

17

10

2

56.7

＼
18～ 29

30～ 39

40～49

50～ 59

60～ 69

70～ 79

80以上

平 均

計

48

16

3

2

2

4

11

1

2

84

女

2 1

7

1

2

1

2

2

0

2

38

男

22

9

2

0

1

2

9

1

0

46

知的障害

言語障害

視覚障害

聴覚障害

精神障害

内部障害

高次脳機能障害

認知症(疑い含む)

身体障害

合  計

計

5

2

1

2

1

0

11

99

女

3

1

1

0

0

0

5

45

男

2

1

0

2

1

0

6

54

町  名

小豆島町

土庄町

三木町

綾川町

まんのう町

直島町

郡 部 計

合  計

計

7 1

3

3

4

1

5

1

88

女

30

1

2

2

1

3

1

40

男

4 1

2

1

2

0

2

0

48

市  名

高 松 市

丸 亀 市

坂 出 市

さぬき市

東かがわ市

市豊
ユ一一一

観音寺市

市 部 計

計

77

10

2

3

7

99

女

35

3

0

2

5

45

男

42

7

2

1

2

54

＼
1級

2級

3級

4級

な し

合  計

計

75

19

5

0

99

女

34

8

3

0

45

男

41

11

2

0

54

区分 6

区分 5

区分 4

区分 3

合  計

計

54

45

99

その他

9

6

15

知的障害

3

6

9

指定難病

1

3

4

視力障害

0

2

2

関節リウマチ

1

2

3

脊髄・頚椎損傷

6

1

7

脳血管障害

5

2

7

頭部外傷

6

1

7

脳性麻痺

23

22

45

＼
男

女

計



1111[1

生活介護(通所部 )利用者の現況

令和5年 3月 31日 現在

O利用の状況

4

3

2(1)

28

3

3

3

27

2

1

0

27

一万

3

3

26

30

6

2

26

29

6

7

22

28

3

2

23

27

2

4

22

26

3

1

24

25

3

2

22

24

6

2

21

23

2

1

17

利用開始者数

利用終了者数

年度末在籍者数

年 度 中

※()書きは外数で末 日利用終了

3

28

0

1

2

28

0

0

1

28

0

0

12

29

0

1

29

0

0

1 0

28

1

0

9

28

0

0

8

27

1

0

7

27

0(1)

0

6

26

0

0

5

27

0

1

4

27

0

0

月初日現在在籍者数

利用開始者数

利用終了者数
令和4年度

※ ()書きは外数で初日利用開始

O市町別利用者状況

O障害の原因別病名

O利用者年齢

O身体障害者手帳等級

O重複障害の状況

O障害支援区分

計

5

8

6

5

3

1

42.8

女

2

5

1

3

2

0

43.2

男

3

3

5

2

1

1

42.4

＼
18～29

30-39

40～49

50～ 59

60～ 64

65以上

平 均

計

15

2

1

2

1

1

22

女

9

1

1

0

0

1

12

男

6

1

0

2

1

0

10

知的障害

言語障害

聴覚障害

高次脳機能障害

身体障害

精神障害

合  計

計

1

1

28

女

1

1

13

男

0

0

1 5

町  名

まん のう町

郡部計

合  計

計

25

1

1

27

女

12

0

0

12

男

13

1

1

1 5

市  名

高 松 市

丸 亀 市

坂 出 市

市部計

計

1 9

8

1

28

女

9

3

1

13

男

10

5

0

15

1級

2級

な し

合  計

計

22

3

3

0

28

女

1 0

1

2

0

1 3

男

1 2

2

1

0

1 5

区分 6

区分 5

区分 4

区分 3

合  計

計

1 5

1 3

28

その他

4

4

8

知的障害

1

1

2

難病

1

1

2

関節リヴ″マチ

0

0

0

脊髄損傷

頚椎損傷

0

0

0

脳血管障害

2

1

3

頭部外傷

1

0

1

脳性麻痺

6

6

12

男

女

計


